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１ 透明度復元技術(クリアスカイ工法)

３

小径微破壊コンクリート内部調査技術
（Singlei工法）

２

エアー遮断機の開発と最近の動向

民間企業との連携による
道路管理技術の開発・普及

平成27年12月2日
施工技術総合研究所

透光性遮音壁の透明度復元技術
（クリアスカイ工法）

Ⅱ－２　研究開発助成成果報告
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１．透光性遮音壁対策の現状

• 高速道路や自専道等の高架橋では景
観対策や日照の確保の観点、周辺住民
の居住性や道路利用者の快適性の向
上に有効であることから、透光性の遮音
壁が数多く導入されてきた。

• 近年、この透光性遮音壁が紫外線お
よび経年劣化によりコーテイング材が剥
がれ、白化状態（透過率の減少）や変色
した箇所が各所に出現し、この対策とし
ては、取り替えが余儀なくされている。
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透光性遮音壁の種類と特徴

２．新材料による改善対策

• クリアスカイ工法は、劣化等により曇
化した透光板の表面に塗布（コーティ
ング処理）することで透明度を復元・維
持することができる新しい技術である。
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３．クリアスカイ工法の原理
• クリアスカイ工法の原理、下図は無色・透明で含浸
性能の高いストレートシリコンを原料とする液材を、
小傷やハードコートの割れ・剥離部にコーティング
することによって、透光板表面の凹凸を減らし、透
明度を復元させることができる。

(a)劣化透明板断面 (b)コート剤塗布 (c)復元

図 クリアスカイ工法の原理（断面観察のイメ－ジ）

ポリカーボネ－ト

• 国道の陸橋の透光板や高速道路等の透光
性遮音壁を対象とした試験施工を実施してお
り、追跡調査の結果、十分な補修効果を維持
している。

４．適用事例

①試験施工前・施工後の比較 （下地処理無しの場合）
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②試験施工前・施工後の比較

(a)施工前

(b)施工後

（下地処理無しの場合）

③試験施工

ハ－ドコ－トが剥がれて、透光性が悪い。
対象数量；約１７,０００枚 約８万ｍ２

新品に交換
或いは

塗布系新材料を開発

対策

伊勢自動車道

（下地処理有りの場合）
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写真 WJによる下地処理実験

写真 CABによる下地処理実験

下地処理方法の検討

コーテイング方法の検討

(a)従来のコーティング方法 (b)新コーティング方法
（吹き付け機械を応用）

フローコート（品質の向上） 材料回収トレイ

左；ダイヤフラムポンプ、右；コンプレッサー
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評価項目と暫定基準

測定項目 測定方法 主な仕様 メーカ（型式）

透
光
性
能

目 視 目視評価 近景、遠景 ―

透過率 透過率計
測定域；平行光線

標準光源Ａ

光明理化学工業社

（PT-50）

表面性状観察 光学顕微鏡
倍率；10～230
画素数；1,300,000

サンコー社

（Dino-Lite Pro）

評価項目と評価方法

写真 平行光線透過率測定器

基 準

項 目
暫定基準値

全 光 線 透 過 率 （ ％ ）

（NEXCO設計要領基準） 75％以上
平行光線透過率（％）

72％以上

暫定基準

予備試験結果の例

施工前

施工前拡大
Ａパネル

- 205 -



8

予備試験結果
施工前

施工後

試験施工範囲

施工前 施工後

Aパネル

Aパネル

現地試験施工；伊勢湾岸線上り線
（17.4Ｋｐ）付近の約30ｍ区間

平成26年11月11,12日
NEXCO中日本、豊田保全センタ－管理
NEXCO中日本ハイウエイメンテナンス

施工前
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伊勢湾岸線上り線（17.4Ｋｐ）付近
の約30ｍ区間

目視評価結果
○；景色が良く見えるまで透明度が回復
◎；新品のガラスのような透明度

片面施工

施工前 施工後

下地処理のみ

伊勢湾岸線上り線（17.4Ｋｐ）付近
の約30ｍ区間
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伊勢湾岸線上り線（17.4Ｋｐ）付近
の約30ｍ区間

(次へ）

コンクリート内部に発生した微細な水平ひび割れの
位置や幅について現場で簡易に可視化することができます。

内部にひび割れの発生する理由として

・凍結融解作用による影響
・アルカリシリカ反応（ASR）による影響
・外力による影響
・施工不良
などからコンクリート内部に微細な
ひび割れや水平ひび割れが発生。

小径微破壊コンクリート内部調査技術
（Single i 工法）
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既存調査技術の問題点

●コンクリート構造物からコア試験体を採取
（Φ50mm－100mm）

●試験室で蛍光エポキシ含浸法による
ひび割れ調査（期間：2週間程度）

●調査結果を得るまでに時間を要する
●コア径が大きく、構造物への影響大

Single i 工法はこれを改善

新調査技術の提案（Single i 工法）

本技術は、既存技術と比

較して、的確な成果を現場
で示すことができる。

削孔径も小さいことから、
構造物への損傷がほとん
どない。

①φ5mmでコンクリートに削孔

②特殊樹脂を注入

③φ9mmでコンクリートに削孔
（同一箇所にて）

④工業用内視鏡で調査

➄削孔箇所を補修

新調査技術のフロー

硬化後(20分程度)
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新しい調査技術のフロー

① 小口径削孔（φ5ｍｍ）

② 特殊樹脂注入
（２０分で硬化）

新しい調査技術のフロー

③ 再度、小口径削孔（φ9ｍｍ）

④ 内視鏡による観察
（エンコーダ装置）
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新しい調査技術のフロー

⑤ 観察結果（動画で撮影）

⑥ 補修（床版部；特殊モルタル、
アルファルト部：特殊乳剤）

床版に発生し
た水平ひび割
れ（凍害）

最大30㎝まで
調査が可能

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
部

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

と
床
版
の
界
面

⑦ 動画の合成

調査方法につて

（2）床版下面側からの調査

下面からの削孔や特殊樹
脂の注入が可能であり、上面
側からと同様に実施可能。

（1）床版上面側からの調査

アスファルト合材にもコンク
リートと同様に削孔すること
ができる。
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まとめとその他の適用事例

コンクリート構造物の内部に
発生した、微細な水平ひび
割れの調査技術につて開発
を行った。その結果、
（1）構造物に与える影響や
調査結果を得るまでの時間
を短縮でき、効率の良い調
査が可能である。
（2）内視鏡調査では、各種の
レンズとの組み合わせが可能
で、ひび割れの有無やひび割
れ幅の測定も可能である。

鋼板接着補強がな
されたRC床版調査

PC箱桁に発生した豆板調査

＜開発目的＞

当面、既設遮断機を機能させるまでの緊急対策とする。

（１）風水害、地震、道路災害等の緊急時に迅速な通行止めを
可能にし、交通の安全を確保する。

（２）災害発生時（通行止め）に、無人で緊急車両等の通過を可能
とする。

既設遮断機（降雨量制限箇所）

エア－遮断機の開発と適用事例
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＜エアー遮断機の特徴＞

夜間視認性バルーン膨張中 バルーン膨張終了

（１）カメラでモニターしながら安全を確認し、
出張所等からの遠隔操作により開閉できる制御シス
テムとする。

（２）遮断状態においても、緊急車両や維持車両が低速で
通過できる（車両や遮断機が損傷しない）。

（３）遮断バー本体が破損した場合でも材料の交換が容易。
（４）昼間・夜間の視認性は、従来と同等以上 。
（５）豪雨、強風等に対する耐候性を有する。

基本的な作動システム

＜常設型遮断機の作動状況＞

＜基本仕様＞
・軽量な布生地
・直径φ600mm×全長4m
・ブロアー（送風機２台）による膨張
・バルーンの収納用に自動巻き取り装置を開発
・バルーン内部にLED内蔵

・常設型は、100V電源（バッテリー（12V）による
バックアップ２時間可能）

・可搬型は、100V電源、バッテリー(12V）
および車両のシガーライター電源

・車両からのリモコン操作で自動制御が可能

① 雨量規制を設けている箇所(山間部等)
② 土砂崩れ等の災害発生箇所

③ トンネル入口（交通事故、火災時）

④ＩＣ入口ランプ部

⑤ＩＣ出口ランプ部

⑥冠水道路（アンダーパス部）

エアー遮断機の適用が想定されるケース
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試験的に導入された事例

使 用 目 的 基 数

①冠水事故対策
(アンダーパス）

44

②出口、入口ランプ仮封鎖 18

③新東名のSA,PA仮封鎖 14

合計（H27.10.1) 76

H26年度にNETIS認定

従来型の冠水事故対策について

排水ポンプ

警報機器、警報表示板

監視カメラ、その他
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雨で車水没、女性救助 島田(2011．7/27 )

水没した市道には、冠水５センチで「冠水注意」、
冠水１０センチで「通行止」を知らせる電光表示板がある

１時間で７３ミリの雨量があった。
同市道は２００７年度に完成。

「排水ポンプは動作していたが、
追い付かなかった」

冠水事故対策(さいたま市；H21.11)

現地には、排水ポンプ、監視カメラ、冠水５センチで「冠水注
意」、冠水１０センチで「通行止」を知らせる警報表示板がある

東北自動車道
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冠水事故対策
(島根県 江津市；H26.9)

＜冠水道路；全国に２９０３箇所＞
平成２０年１２月２０日15時1分配信、毎日新聞記事から

「夏のゲリラ豪雨の対策」・・・危険箇所
（国90、都道府県・政令都市951、市町村１８６２）

道路の冠水 危険箇所数
北 海 道 ４６（ ４３）
東 北 ２１８（２１６）
関 東 ６６６（６１９）
北 陸 ３７４（３７０）
中 部 ４９５（４８７）
近 畿 ５２５（５１５）
中 国 ２１１（２０５）
四 国 １０５（ ９９）
九州･沖縄 ２６３（２５９）

（ ）内は、地方自治体管理(国土交通省調べ）
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ゲリラ豪雨で冠水した道路での車両水没事故を未然防止
「アンダーパス監視サービス」の提供開始について

＜セキュリティサービスのＡＬＳＯＫ；遮断機操作サービス HPから＞
冠水発生時、「緊急連絡サービス」を利用する自治体等の職員からの要請により、

ＡＬＳＯＫがバルーン製の遮断機の遠隔操作を行い、アンダーパスへの車両の進入を抑制します。

入口仮封鎖(仙台河川国道、三陸道)
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本州四国連絡高速道路(株）
（島民ゲート入口仮封鎖；H27.3）

熱海ビーチラインの入口仮封鎖
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エアー式遮断機を活用した迅速な対応

エアー式遮断機の説明会の状況
（国、県、市にて）

アンダ－パスに試験的に導入した自治体では、その後、冠水による水没事故は発生していない

ご静聴有り難う御座いました

以上
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